日本文教出版　平成28年度版「中学数学」

検討の観点からみた特色
	項目
	観点
	特色
	具体例

	目標と取り扱い内容
	◎数学科の目標達成に必要な内容が適切に取り上げられているか。

①数学的活動を通した学習で，生徒が目的意識をもって主体的に学習できるように配慮されているか。
	①主体的・発見的な学習の場を多く設け，自ら考えたり，考えたことなどを説明し伝え合ったりする学習に取り組めるようにしています。
	●巻頭P.6-7の〈数学の学習で大切なこと〉では，自分で考えること，学んだことを生活や社会で利用すること，他者と話し合って考えを伝え合うことなどの大切さを，中学生のキャラクターの吹き出しを使って具体的にわかりやすく伝え，主体的に学ぶ態度を身につけられるようにしています。

●各章の導入にあたる〈章の扉〉では，操作活動をともなう課題や話し合いのきっかけとなる題材などを提示し，生徒の主体的・発見的な学習展開から章の学習に興味・関心をもって導入できるようにしています。

→1年P.58-59／ 2年P.98-99／ 3年P.46-47ほか

●本文（小節）には「ア 見いだし発展させる活動」，「イ 数学を利用する活動」，「ウ 説明し伝え合う活動」を適宜設け，それぞれを〈見つけよう〉マーク，〈生活への利用〉マーク，〈説明しよう〉マークで示すことで，数学的活動を通した学習に取り組めるようにしています。

	
	②数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得できるように配慮されているか。
	③基礎的・基本的な内容や考え方を理解することに重点を置いた展開にするとともに，知識や技能の確実な定着を図れるようにしています。
	●〈例〉をきめ細かなステップで展開し，それを定着させるのに十分な量の〈問〉を用意しています。

→1年P.98-103／ 2年P.100-105／ 3年P.12-23ほか

●全国学力・学習状況調査や国際的な学力調査の結果などをもとに，生徒がつまずくポイントを見極め，より丁寧な指導ができるようにしています。

　反比例→1年P.140-149，273／ 2年P.133，207ほか

　証明の必要性と意味，方法→2年P.120-130，214-215ほか

　確率の必要性と意味→2年P.168-173，217ほか

●数学的活動を通した学習により，基礎的な概念や原理・法則を，より深く理解できるようにしています。

→1年P.184のQ〈見つけよう〉
2年P.175の問２〈見つけよう〉
3年P.58のQの横欄〈話し合おう〉　　　　　　 ほか

	
	③事象を数理的に考察し表現する能力を高められるように配慮されているか。
	③既習の数学をもとに新たな数や図形の性質を見いだし発展させたり，具体的な事象を数学的に考察したりする学習に取り組めるようにしています。
	●日常生活や社会における事象を数学的に定式化し，数学の手法によって処理し，その結果を現実に照らして解釈する学習に取り組めるようにしています。

　→1年P.106-107／ 2年P.84-85／ 3年P.138の問３ほか

●数学の世界における事象を簡潔で処理しやすい形に表現し，適切な方法を選んで能率的に処理したり，その結果を発展的に考えたりする学習に取り組めるようにしています。

　　→1年P.210-211／ 2年P.26-27／ 3年P.35-36ほか

●既習の計算方法から新しい計算方法を見いだしたり，既知のことがらを活用して数学の問題や身近な問題を解決したりする数学的活動の場面を適宜設けています。

→1年P.101の問４〈見つけよう〉
2年P.102の問１〈見つけよう〉，108〈やってみよう〉
3年P.23のQ〈見つけよう〉，157〈生活への利用〉
ほか

	目標と取り扱い内容
	④数学的活動の楽しさを味わえるようになっているか。
	④具体的な操作活動や思考活動，自分の考えや解決の方法を説明し伝え合う言語活動を多く取り入れ，数学的活動の楽しさを味わえるようにしています。
	●「1年6章 空間図形」の導入では，巻末折りこみを使った操作活動や，立体を仲間分けする思考活動，自分の考えを説明する言語活動に取り組むことができるようにしています。

→1年P.192-195，巻末折りこみ eq \o\ac(□,1)
●「因数分解」の導入では，色板を並べる操作活動を楽しみながら，因数分解の基礎概念を形成できるようにしています。

→3年P.25-26，巻末付録

	
	⑤数学のよさを実感できるように配慮されているか。
	⑤数学的な表現や処理のよさや，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則のよさ，数学的な見方や考え方のよさを実感し，数学の有用性を知ることができるようにしています。
	●式や図などを使って自分の考えを伝えたり，相手の考えを読み取ったりする学習を通して，数学的な表現のよさや有用性を実感できるようにしています。

　　→1年P.80-81／ 2年P.109-111／ 3年P.44-45ほか

●数量の関係や図形の性質を帰納や類推によって発見的にとらえ，それが一般的に成り立つことを説明する活動を通して，論理的思考のよさを実感できるようにしています。

→2年P.24-25／ 3年P.164-169ほか

●各章に適宜設けた〈数学のたんけん〉では，数学を学ぶ楽しさやよさ，数学的な見方や考え方のよさを実感できるような話や課題を設けています。→1年P.187／ 2年P.145ほか

	
	⑥数学を活用して考えたり判断したりしようとする態度を育成できるように配慮されているか。
	⑥習得した知識・技能を活用する学習活動の場面を適宜設けています。
	●各章では，習得した知識・技能を活用する内容を充実させています。　　 　 　　→1年P.106-114／ 2年P.84-91ほか

●小節末に適宜設けた〈やってみよう〉では，学んだことを活用して考えたり調べたりする課題を提示しています。

→1年P.217／ 2年P.158／ 3年P.117ほか

●章末の〈深める数学〉では，数学を探究する能力と態度を育成できるようにしています。→2年P.134／3年P.124ほか

●章末の〈生活への利用〉では，日常生活や社会の中で数学を利用する内容を多く取り上げ，数学を活用して考えたり判断したりしようとする態度を育成できるようにしています。

　→1年P.246／ 2年P.34，96／ 3年P.90，220ほか

	
	⑦学習活動の基盤となる言語に関する関心や理解を深め，言語に関する能力が育つように配慮されているか。
	⑦基礎的・基本的な知識・技能を習得し，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力などを育むとともに，主体的に学習に取り組む態度を養うために，「話す」「聞く」「かく」「読む」といった言語活動を充実させています。
	●初出の数学用語の使い方を理解できるように，その用語を使った表現の具体例を〈表現の例〉として示しています。

　→1年P.126／ 2年P.103／ 3年P.49ほか

●ことばや数，式，図，表，グラフなどの相互関係を理解し，それらを適切に用いて問題を解決したり，自分の考えを表現し伝え合ったりする言語活動の機会を積極的に取り入れています。

→1年P.58-60，90／ 2年P.86-87／ 3年P.196-197ほか

●みんなで話し合って解決する課題を〈話し合おう〉として示しています。　 →1年P.185／ 2年P.76／ 3年P.209ほか

●結果だけではなく思考の過程を表現したり，ほかの人の考えでよかったことなどをふり返ったりできるように，巻頭に〈ノートの工夫〉を示しています。　　　　　→各学年P.8

●数学的な表現力が身につくように，説明の仕方の具体例を〈説明の例〉や〈○○さんのノート〉として示しています。

　→1年P.228，231／ 2年P.109／ 3年P.119ほか

●方法や理由などを数学的な表現を用いて説明する記述式の

問題を，各章末に〈説明できるかな？〉として出題していま

す。　　　　　 →1年P.55／ 2年P.133／ 3年P.123ほか


	指導計画と指導への配慮
	◎指導計画の作成と内容の取り扱いについて，適切な配慮がなされているか。

①学び直しの機会を設定することに配慮されているか。
	①生徒の学習を確実なものにするために，学び直しの機会を設定することに配慮しています。
	●すべての章の直前に，既習事項を思い起こすための〈次の章を学ぶために〉を設けています。章の学習と関連づけることで，学び直しの機会とすることができます。

●小節で次の学習に進むための出発点となる〈Q〉には，既習事項をふり返る〈ふりかえり〉の問題を適宜設けています。

→1年P.33，204／ 2年P.14-16／ 3年P.38，174ほか

●小節の横欄などには既習事項や参考になるページを示した〈ふりかえり〉を設け，学び直しができるようにしています。

→1年P.68-69，110／ 2年P.59，89／ 3年P.59，64ほか

●2，3年で変化の割合を学習する際には，前学年で学習した関数を再度取り上げています。　→2年P.66／ 3年P.108

●小学校で学習した内容のうち，中学校数学において頻繁に登場する分数，割合などを適宜ふり返ることができるように，1年巻末には〈算数をふりかえろう〉を設けています。

	
	②数学的活動の指導にあたって，適切な配慮がなされているか。
	②生徒が数学的活動を楽しみ，数学を学習することの意義や必要性を実感したり，見通しをもって数学的活動に取り組みふり返ったり，数学的活動の成果を共有したりできるように配慮しています。
	●各小節では生徒の主体的な学習を展開し，数学的活動を楽しんだり，数学を学習することの意義や必要性を実感できるようにしています。　　→1年P.154-155，3年P.92-94ほか

●自ら課題を見いだし，解決するための構想を立て，実践し，その結果を評価・改善する過程を示したり，そのような学習活動に取り組むことができる課題を設けたりしています。

→1年P.240-242，2年P.186-187，3年P.216-217ほか

●数学的活動の過程をふり返り，レポートにまとめ発表することができるように，各学年の巻末に〈数学レポートをかこう〉を設けています。　　　　　　　　 →1年P.268-269ほか

	
	③コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用して，学習の効果を高められるように配慮されているか。
	③学校現場のICT環境に即し，ICT機器の活用によって学習の効果を高められるように配慮しています。
	●主に「Ｄ 資料の活用」領域において作業の効率化を図ることができるように，特設ページで表計算ソフトの機能と使い方の紹介をしています。　　　　→1年P.237／ 3年P.213

●ICT機器やインターネットを使って資料を収集したり，集めた資料を分析したり，発表をしたりすることを，文章や写真，イラストで促しています。

　→1年P.203，240-241／ 2年P.192／ 3年P.204ほか

●学習効果を高められるデジタル教科書を用意しています。

	
	④課題学習の実施について配慮されているか。
	④思考力・判断力・表現力などの育成を図る課題学習を充実させています。
	●各学年の巻末に設けた〈数学研究室〉では，具体的な課題を提示したり，数学にまつわるおもしろい話を紹介したりして，生徒が興味をもって課題学習や調べ学習に取り組むことができるようにしています。

	
	⑤道徳教育との関連や伝統と文化に関する教育について配慮されているか。
	⑤数学科の特質に応じて，道徳教育や伝統と文化に関する教育との関連を図りながら，適切な指導ができるようにしています。
	●睡眠，食事，読書，スポーツなど，生活習慣に関わる内容を取り上げることで，心身の健康を意識づけられるようにしています。　　　→1年P.240，246／3年P.208，214ほか

●他者とのかかわりを通して多様なものの見方や考え方があることを理解し，助け合ったり高め合ったりできるようにしています。　　→1年P.120／ 2年P.110／ 3年P.138ほか

●情報モラルや人権への配慮など，自他の権利を重んじ義務を確実に果たすことを学べるようにしています。

→1年P.240，268／ 2年P.202／ 3年P.216，238ほか

●わが国の伝統と文化に親しめる内容を数学と関連づけて取り上げています。 　　→1年巻頭見返し／ 3年P.126ほか


	教育基本法の趣旨との対応
	◎教育基本法第２条に示す教育の目標を達成できるように配慮されているか。　

①幅広い知識と教養を身につけ，豊かな情操と道徳心，健やかな身体を養うことができるように配慮されているか。
	①数学的な知識や技能，数学的な見方や考え方を確実に習得し，数学的な真理を求める態度を養うとともに，幅広い知識と教養が身につくようにしています。
	●巻頭の見返しでは，3Dプリンターやダイヤグラムなど，生活の中に潜む数学を紹介することで，知的好奇心を喚起し，幅広い知識と教養が身につくようにしています。

●数学的な美しさを感じられる内容などを取り上げることで，豊かな情操と道徳心を培うことができるようにしています。

→1年P.162-163／ 3年巻頭見返し，P.232-233ほか

●減法のしくみや等式の性質を学ぶ際には，いろいろな見方

を学ぶ特設ページを設け，数学的な真理を求める態度を養

うことができるようにしています。 　　 →1年P.29，104

	
	②個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うことができるように配慮されているか。
	②個に応じて学力を伸ばすことができるようにするとともに，生活や社会と数学との関わりを知り，数学を利用しようとする態度を養うことができるようにしています。
	●各学年の巻頭見返しに設けた〈「中学数学」へようこそ〉などでは，生活や社会と数学との関わりを知らせ，数学を学ぶ意義を理解できるようにしています。

●巻末の〈数学マイトライ〉には，個に応じて取り組むことができる問題や課題学習などを多く掲載しています。

●社会と数学の関わりについての話や働く人々のイラストなどによって，勤労を重んずる態度を養い，自身の将来について考える「キャリア教育」のきっかけとなるようにしています。　　　　→1年P.121／ 2年P.166／ 3年P.204ほか

	
	③正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んじ，公共の精神に基づき主体的に社会の形成に参画する態度を養うことができるように配慮されているか。
	③協働して取り組む活動の場面で，責任をもって自分の考えを伝え，他者の考えを認め，他者を敬う態度を身につけられるようにしています。
	●他者の考えをもとに自分なりに考えたり，考えたことを伝え合ったりする学習活動を適宜取り入れています。

　→1年P.192-193／ 2年P.10-11／ 3年P.216-217ほか

●身近な場面を描くイラストなどによって，仕事や社会活動，家事，育児，スポーツなどに男女が平等に参画できる社会の一員となることを意識できるようにしています。

　→1年P.121／ 2年P.166／ 3年P.204，219ほか

	
	④生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うことができるように配慮されているか。
	④防災，環境，福祉・健康などを数学と関連づけて取り上げ，生命や自然を大切にする態度を養うことができるようにしています。
	●防災教育に関わる内容を数学と関連づけて取り上げています。　　 →1年P.19，260／ 2年P.85／ 3年P.204，227

●環境教育に関わる内容を数学と関連づけて取り上げています。
→1年P.138の問２，259／2年P.53の問３，192ほか

●福祉・健康に関わる内容を数学と関連づけて取り上げています。　　　　　　　→1年P.262／ 2年P.92，198-199ほか

	
	⑤伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができるように配慮されているか。
	⑤伝統・文化，国際社会への理解が深まる内容を取り上げ，我が国を愛する心や他国を尊重する態度を養うことができるようにしています。
	●わが国の伝統と文化に親しみ，国を愛する心が育つような話を紹介しています。

　→1年P.162／ 2年P.189／ 3年P.230-231ほか

●数学は国内外の数学者の努力によって発達してきたことが理解できる内容を取り上げています。

　→1年P.258／ 2年P.143，188／ 3年巻末見返しほか

	学
力向上への配慮
	◎確かな学力が身につくように配慮されているか。

①基礎的・基本的な知識や技能が確実に習得できるように配慮されているか。
	①生徒にとって学びやすく使いやすい教科書をめざし，学んだ内容が確実に定着するようにしています。
	●学習の区切りが明確で復習もしやすいように，原則として1小節を1時間の学習内容として構成しています。

●〈例〉ごとに見出しをつけることで，生徒が学習内容を把握しやすいようにしています。

●基礎的な概念や原理・法則の理解を重視し，特に導入の場面では易しい数値や式などを扱うようにしています。

→1年P.36-37／ 2年P.28-29／ 3年P.92-94，164-166

●〈基本の問題〉，〈くり返し練習〉，〈章のたしかめ〉を設け，基礎的な知識・技能が確実に定着するようにしています。

	学力向上への配慮
	②数学的な思考力・判断力・表現力を育成できるように配慮されているか。
	②日々の学習の中で，数学的な思考力・判断力・表現力を，無理なく段階的に育成できるようにしています。
	●1つのことがらを多角的に分析したり，解決の方法を複数見つけたりする場面を設け，数学的な見方や考え方を高められるようにしています。
　→2年P.108の〈やってみよう〉，　134／
　3年P.58の〈話し合おう〉ほか

●数量や数量の関係などを図や式，表，グラフなどに表したり，それらを読み取って判断したりする学習を計画的に取り扱うことで，数学的な表現力・読解力を基礎から着実に身につけられるようにしています。
　 →1年P.68-70／ 2年P.86-87／ 3年P.114ほか

●具体的な問題を解決する過程を重視し，生徒自身が図や表を使って調べ，調べたことを説明し伝え合うなど，生徒主体の学習活動を通して，数学的な思考力・判断力・表現力を着実に育成できるようにしています。

→1年P.224-228／ 2年P.64-65，3年P.196-197ほか

	
	③学ぶ意欲や自分で課題を見つけ，自ら学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題解決する資質や能力を育成できるように配慮されているか。
	③生徒の発達段階に応じて，新しい学習内容を生徒自身が見いだし，問題解決に取り組んでいけるようにしています。
	●各章の導入にあたる〈章の扉〉では，学びの必然性・ストーリー性を重視した課題や身近な話によって学習意欲を高められるようにしています。また，中学生のキャラクターの疑問や気づきなどを「？」マークのついた吹き出しで示すことで，生徒が学習のきっかけをつかみ，主体的に学習に取り組めるようにしています。

→1年P.120-121／ 2年P.136-137／ 3年P.46-47ほか

●数や図形の性質を証明する場面では，結果を予想し，それが正しいことを証明し，結論を導くという過程を重視し，生徒の主体的・発見的な学習が実践できるようにしています。
　→2年P.24-27／ 3年P.35-36，184-187ほか

●乗法公式を学習する場面では，既習の公式から新たな公式を導く過程を重視し，丁寧に扱っています。

→3年P.16-20


	
	④知識・技能を活用する力を高められるように配慮されているか。
	④知識・技能を具体的な場面で活用する学習活動や問題に取り組めるようにしています。
	●思考活動と言語活動を特に重視した活用型の学習に取り組む小節を設け，生徒の思考力・判断力・表現力を育成し，活用する力を高められるようにしています。
　　→1年P.50-51，80-81，154-155，240-242

　　　2年P.24-25，90-91，109-111，180

　　　3年P.118-119，157，196-197，216-217

●章末の〈深める数学〉，〈生活への利用〉では，習得した知識・技能を活用して，新たな数学を見いだしたり，生活や社会で利用したりできるようになるための能力と態度をいっそう伸ばせるようにしています。


	
	⑤学習した成果を評価し，個に応じてさらなる学力向上を目指せるように配慮されているか。
	⑤生徒が学習の達成度を自己評価し，進んで補充的な問題や応用的・発展的な学習に取り組めるようにしています。
	●節末の〈基本の問題〉，章末の〈章のたしかめ〉では，それぞれの範囲で学習した内容を習得できているかを，観点別に自己評価できるようにしています。

●節末の〈基本の問題〉，章末の〈くり返し練習〉には，どこで学んだ内容かを問題ごとに示すことで，問題が解けなかった生徒が復習しやすいようにしています。

●章末では，より難しい問題を〈とりくんでみよう〉に掲載することで，おおむね満足できる学力を身につけた生徒が，さらに学力を伸ばしていけるようにしています。


	学力向上への配慮
	⑥各種学力調査で指摘されている学力の課題に対する手立てがなされているか。
	⑥全国学力・学習状況調査や国際的な調査の結果をもとに，指導の改善，学習の充実を図れるようにしています。
	●過去の各種学力調査の結果を分析し，正答率の低い内容については本文（小節）でより丁寧な扱いとするとともに，節末，章末，巻末に設けた問題にも反映させています。

●章末に「説明できるかな？」を設け，数学的な表現を用いて説明する能力を高めることができるようにしています。

●巻末の〈力をのばそう〉では，過去の全国学力・学習状況調査で正答率の低かった問題を参考にした問題を，基礎的な内容を中心にふり返る「A問題」と活用する力を伸ばす「B問題」にそれぞれ取り入れています。さらに，1，2年には「いろいろな問題」，3年には〈ステップアップ〉を設けて，応用的・総合的な問題などにも取り組めるようにしています。

	内容の程度
	◎内容の程度は，その学年の生徒の心身の発達段階に適しているか。

①本文の例や問などで扱う内容の程度は適切か。
	①本文での学習内容は，基礎的・基本的なものに重点を置いた上で，具体から抽象へ，易から難へ段階を踏んだ展開としています。
	●〈例〉は，きめ細かなステップで易から難へと飛躍のない構成とすることで，基礎的・基本的な内容が確実に理解できるようにしています。

●本文（小節）の〈問〉は〈例〉と同程度の問題で構成し，基礎的・基本的な内容を確実に定着できるようにする一方で，横欄に〈チャレンジ〉を設け，〈問〉が早く解けた生徒が難しい問題に進んで取り組むことができるようにしています。

	
	②知識・技能の習得と活用する力の育成がバランスよく扱われているか。
	②基礎的・基本的な知識・技能を習得する過程で，思考力・表現力などを段階的に高めていけるようにしています。
	●知識・技能を習得する過程で，生徒が考えたり，考えたことを説明したりする学習活動を設けることで，知識・技能と思考力・表現力が無理なく身につくようにしています。

→1年P.135の問2〈見つけよう〉，P.136の問6〈説明しよう〉，P.137の横欄〈考えよう〉ほか

●習得した知識・技能を活用する学習内容を充実させています。
→1年P.106-114／ 2年P.24-30／ 3年P.112-115ほか

●小節末に適宜設けた〈やってみよう〉では，学んだことを活用して考える課題などに取り組めるようにしています。

→1年P.167／ 2年P.180／ 3年P.147ほか

	
	③練習問題などの程度は適切か。
	③個に応じて効率よく練習問題に取り組むことで，基礎的・基本的な内容を中心に，学習内容が確実に定着するようにしています。
	●節末の〈基本の問題〉は，本文の〈例〉と同程度の問題で構成し，基礎的・基本的な内容を確実に定着できるようにしています。

●章末の〈くり返し練習〉，〈章のたしかめ〉，〈とりくんでみよう〉は，それぞれ，その章で学んだ基礎的な技能の問題，標準的な観点別の評価問題，応用的でやや程度の高い問題で構成し，個の実態に応じて取り組めるようにしています。

	
	④個の興味・関心に応じて発展的な内容に取り組めるように配慮されているか。
	④数学のおもしろさを味わえる発展的な課題を掲載し，中高の連携を図っています。
	●学習指導要領の範囲を超える内容は「発展」マークで明確に区別し，章末や巻末などに適宜掲載することで，個の興味・関心に応じて取り組むことができるようにしています。

→1年P.190-191／ 2年P.58，195／ 3年P.175，177ほか

	表記
・表現
	◎表記や表現は生徒にとって理解しやすくなっているか。

①文章表現などの記述は理解しやすくなっているか。
	①説明の文章は平易で正確な表現を用い，図や式を用いるなど，理解しやすいように配慮しています。
	●用語の意味や数学的な概念を理解させる説明文では，数学的な正確さを重視しながら，生徒の発達段階を考慮した平易な表現としています。

●初出の用語や重要事項については，背景に色をつけたり書体を変たりして強調するとともに，必要に応じて理解を助ける式や図などを添えることで，より確実に定着するようにしています。
→1年P.96／ 2年P.151／ 3年P.168ほか

	表記
・表現
	②教科特有の用語や記号について，理解しやすいように配慮されているか。
	②用語や記号については，わかりやすい表現で意味を理解できるようにしています。
	●使用する用語や記号は十分に吟味し，生徒の負担を軽減するとともに，機会あるごとにくり返し使用しながら無理なく定着するようにしています。

●特に定着しにくい用語については，具体的な用語の使い方を〈表現の例〉として示すことで理解を助けるようにしています。　　　　　→1年P.122，124／ 2年P.103，105ほか

●不等式や変数の変域を学習する際には，不等号の意味や使い方を表にまとめることで，＜と≦，＞と≧の違いを確実に理解できるようにしています。　　　 　　→1年P.85，127

●2年巻末見返しの〈図形のまとめ〉では，図形の性質などをふり返りながらまとめるとともに，定着しにくい「定義」と「定理」の違いを確実に理解できるような構成としています。

	
	③生徒の情意面や発達段階に配慮した表現を用いているか。
	③教科特有の表記・表現には徐々に慣れるように工夫をこらしています。
	●本文の文末表現は，抵抗感が少なく親しみやすい「です。ます。」調としています。

●文末表現を，演習問題では「-しなさい」，主体的な学習活動を促す場面などでは「-しましょう」と使い分けることで，それぞれの学習場面のねらいを理解できるようにしています。

●証明の学習の初期にあたる2年4章では辺や頂点の対応関係を意識させるために「共通な辺だから OP＝OP」と表記し，2年5章からは簡便な「ADは共通」という表記を認めることで，学習段階に応じた指導ができるようにしています。

	
	④ユニバーサルデザインへの配慮がなされているか。
	④特別支援教育・カラーユニバーサルデザインに関する専門家の校閲を受け，だれもが学びやすく使いやすいように配慮しています。
	●文章を読みやすい位置で改行したり，ルビを大きめのゴシック体にしたり，関数のグラフの線を太くしたりして，視認性，可読性を向上させています。

●色覚の特性に配慮した見やすい色を使用するとともに，色だけで情報を伝えないように，線の種類を変えたり，文字や形などの情報を付加したりしています。

　　→1年P.245の問題1のグラフ，2年P.174のQの図，

　　　3年P.120のグラフほか

●バリアフリー，点字のしくみに関する特設ページや防災に関するピクトグラムを掲載することで，ユニバーサルデザインへの理解を深められるようにしています。

→2年P.92，198-199／ 3年P.204

	個に応じた配慮
	◎個に応じた学習への配慮がなされているか。

①生徒が課題意識を持って学習に取り組めるように配慮されているか。
	①生徒が学習状況を自己評価し，自らのつまずきに対して課題意識を持つことができるようにしています。
	●節末の〈基本の問題〉では節の内容，〈章のたしかめ〉では章の内容の学習状況を観点別に自己評価できるようにしています。評価の観点は， 問題ごとにマークで示しています。→各学年P.5／ 1年139，158／ 2年23，32／3年P.158，160ほか

	
	②理解が遅れがちな生徒に対する支援の工夫がなされているか。
	②生徒が学習でつまずかないような工夫をするとともに，個々の課題に対して補充的な学習に取り組めるようにしています。
	●各章の直前に〈次の章を学ぶ前に〉を，各小節に適宜〈ふりかえり〉を設けることで，授業における生徒のつまずきを未然に防ぐようにしています。

●基礎的な技能を反復練習によって身につける〈くり返し練習〉は，日々の授業の補充問題やその日の宿題，章の学習のまとめとして使えます。

●〈基本の問題〉，〈くり返し練習〉では，問題ごとに学習したページを示し，解けない内容をふり返れるようにしています。

	個に応じた配慮
	③個々の学習状況や興味・関心に応じて，数学的な能力を高めていけるような工夫がなされているか。
	③基礎的・基本的な内容を確実なものにした上で，応用的・発展的な問題にも取り組んでいけるようにしています。
	●章末には，数学の力をより高めるための問題を用意した〈とりくんでみよう〉を設けています。

●巻末の〈数学マイトライ〉には，生徒の学習状況や興味・関心に応じて取り組むことができる課題などを豊富に用意しています。

●宿題や自主的な家庭学習にも対応できるよう，章末及び巻末のすべての問題に解答例を掲載しています。

	創意
・工夫
	◎生徒や先生の立場に立った使いやすさについて創意と工夫がなされているか。

①生徒の立場に立った教科書となっているか。
	①ふり返って確かめたり，自分の苦手を克服したりする学習習慣が身につくような配慮をしています。
	●原則として1小節を1時間の授業内容とし，学習内容を焦点化することで，わかりやすくて使いやすくしています。

●復習がしやすいように，節末〈基本の問題〉と章末〈くり返し練習〉には，どこで学習した内容かを示しています。

●2，3年の巻末見返しに〈図形のまとめ〉を設けることで，図形の基本性質や定理をいつでもふり返ることができるようにしています。

●特にまちがえやすい問題では，キャラクター「マテマ」が〈誤答に注意！〉と呼びかけたり（→1年P.197／ 2年P.44ほか），典型的なまちがいの例を示してまちがいを見つけさせたり（→1年P.34／ 3年P.77ほか）して，まちがいをしないように注意喚起をしています。

	
	②生徒の学習意欲を高めるための工夫がなされているか。
	②数学への興味・関心を高められるような工夫をしています。
	●各章の導入にあたる〈章の扉〉では，中学生のキャラクターが生徒と同じ立場で気づきや疑問を発言することで，学習課題を意識づけられるようにしています。

●小節では学習のめあてを「★」マークの一文で示し，学習内容への関心と意欲を高められるようにしています。


	
	③生徒の考えを生かすための工夫がなされているか。
	③生徒の考えを生かした授業ができるように工夫をしています。
	●一部の〈例〉では，生徒自身が□をうめて完成させる形式にすることで，より確かな理解が得られるようにしています。

→1年P.212-213／ 2年P.72-73／ 3年P.171ほか

●生徒の多様な考えを引き出して生かす授業ができるような問いかけを適宜設けています。

→1年P.111〈話し合おう〉／ 2年P.91〈話し合おう〉ほか


	
	④少人数学習，習熟度別学習や家庭学習にも対応ができるように配慮されているか。
	④学級や個の実態に応じて柔軟に扱うことができる課題などを掲載し，多様な状況に適応できるようにしています。
	●本文（小節）の横欄や小節末に〈ふりかえり〉，〈考えよう〉，〈話し合おう〉，〈やってみよう〉を適宜設けることで，授業形態に応じた柔軟な取り扱いができるようにしています。

●〈問〉に類する難しめの問題を横欄〈チャレンジ〉に載せ，その答えを次の見開きの脚注に示すことで，生徒が自分にあったペースで学習に取り組めるようにしています。

●巻末の〈数学マイトライ〉では，個に応じた学習に取り組めるよう，さまざまな問題や課題を掲載しています。


	
	⑤家庭との連携や学習習慣，生活習慣に関する配慮がなされているか。
	⑤家庭学習にも教科書を使えるように配慮するとともに，適切な学習習慣や生活習慣が身につけられるような工夫をしています。
	●巻頭見返しに〈保護者の方へ〉を掲載し，教科書が家庭学習にも活用できることが保護者にも伝わるようにしています。

●巻頭の〈数学の学習で大切なこと〉で予習・復習をすることを勧め，〈次の章を学ぶ前に〉や〈くり返し練習〉，巻末の問題などを家庭学習に活用するよう促しています。

●巻頭に〈ノートの工夫〉を掲載し，予習や復習にも使えるノートをつくることができるようにしています。

●自学自習に対応できるよう，巻末解答例を充実させています。

	素材
・資料
	◎素材や資料は，適切なものが取り上げられているか。また，社会的要請のある内容が扱われているか。

①素材や資料はどの地域の生徒にとっても適し，生徒の実態にあっているか。また，正確で適切なものであるか。
	①どの地域の生徒にとっても身近で親しみを感じられる素材を取り上げて理解を容易にするとともに，学習材の本質に迫るための正確で適切な素材を選択しています。
	●素材の選定にあたっては，特定の地域に偏りがないように配慮するとともに，生徒の日常生活や将来の社会生活で役に立つ場面を取り上げています。

→1年P.154-155／ 2年P.34／ 3年P.90，220ほか

●資料は信頼でき，意図した学習に対して効果的で，生徒の興味をひくものを選んでいます。

→1年P.55，259／ 2年P.170-171／ 3年P.205ほか

●教科書に掲載した特定地域の資料を例とみなし，自分たちが住む地域の最新の資料をインターネットで簡単に入手できる点を重視し，気象庁のＨＰに掲載されている資料を多く取り上げています。
→1年P.224／ 2年P.96，192

	
	②人権尊重の観点から，素材が適切に選定されているか。
	②人権尊重や男女平等などの教育的配慮を多角的に検討し，適切な素材を扱うようにしています。
	●数や量を取り上げることによって，生徒相互間に格差を認めさせるような素材は使わないように配慮しています。

●写真やイラストで男女の登場回数や役割分担に差が現れないように配慮するとともに，男女共同参画社会を築く一員としての自覚を培うようなイラストを積極的に掲載しています。
　 →1年P.121／ 2年P.166／ 3年P.204，219ほか

	
	③素材の選定にあたり，今日的な課題を取り上げているか。
	③防災，環境，福祉，食育，国際理解などと関連した内容を積極的に取り上げています。
	●今日的な課題を数学の内容と関連づけて取り上げています。

　防災教育→1年P.19，260／ 2年P.85／ 3年P.227ほか

　環境教育→1年P.55，259／ 2年P.53，206，220ほか

　安全教育→3年P.92，120ほか

　情報教育→1年P.237／ 2年P.192／ 3年P.224-225ほか

　福祉・健康・食育→1年P.120／2年P.92／ 3年P.214ほか

　消費者教育→2年P.90-91／ 3年P.118-119ほか

　国際理解→1年P.56／ 2年P.166／ 3年P.229ほか

●個人情報の取り扱いや著作権への理解を深めるための内容を取り上げています。

→1年P.240／ 2年P.202／ 3年P.216，238ほか

	
	④数学と他教科や総合的な学習との関連について配慮されているか。
	④数学を他教科や総合的な学習と関連づけた内容を適宜取り上げています。
	●地理（1年P.56），理科（1年P.151／ 2年P.84／ 3年P.156），英語（1年P.218／ 3年P.136），保健体育（1年P.230／ 3年P.220），美術（3年巻頭見返し，P.227）など，他教科と関わりのある学習材を取り上げています。

●3年「8章 標本調査」の導入では，総合的な学習の時間と関連づけて国勢調査を取り上げ，全数調査と標本調査に興味・関心を持てるようにしています。
　 →3年P.204-206

	分量
・時数
	◎内容の分量や配当時数は，学習指導を有効に進められるように配慮されているか。

①指導時数や生徒の心身の発達段階からみて，全体の量は適切か。
	①年間の授業時数にあわせて，効率よく合理的に学習できるようにしています。
	●各学年の配当時数は，実質の年間授業時数を30週程度と考え，次の通りにしています。

　　1年119時間，2年90時間，3年112時間

　→詳細は本資料P.44-52「年間指導計画」を参照

●全員が中学校段階で学習するべき内容は紙面を割いて丁寧に扱う一方，深入りする必要性の薄い内容は控えめな扱いとし，生徒に過重な負担をかけない分量にしています。

●本文で扱う内容については学習の系統性を重視して焦点化を図る一方，個や学級の実態に応じて扱うことができる補充問題や応用的・発展的な課題などを豊富に用意しています。

　→1年P.190-191／ 2年P.164-165／ 3年P.70-71ほか


	分量
・時数
	②問題の量は適切か。
	②基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得するための問題，観点別の問題，補充のための問題，活用する力を伸ばすための問題など，多様で豊富な問題を用意しています。
	●本文（小節）の〈問〉は，学習内容を確実に理解するために適切な分量としています。また，〈チャレンジ〉を横欄に，〈くり返し練習〉へのリンクを小節末に示すことで，問題の量を調節できるようにしています。→1年P.73／ 2年P.41ほか

●観点別の問題である〈基本の問題〉と〈章のたしかめ〉を節末と章末にそれぞれ設け，十分な練習量を確保しています。

●章末には〈くり返し練習〉と〈とりくんでみよう〉，巻末には〈力をのばそう〉（全学年），〈算数をふりかえろう〉（1年），〈1年の復習〉（2年），〈ステップアップ〉（3年）を設けてあり，目的に応じてさまざまな問題に取り組めるようにしています。

	
	③各内容の分量の配分は適切か。
	③学習内容ごとに区切りを明確にし，適切な時数配分とすることで，集中的に学習できるように工夫しています。
	●原則として1小節を1時間の授業内容で構成しています。学習内容の区切りが明確で，学習の焦点化を図りやすく，ふり返る箇所がわかりやすい構成になっています。

●1年の「1章 正の数と負の数」，「2章 文字と式」，「3章 方程式」など，後の学習の基礎となる内容については，特に丁寧に学習できるような指導時数を設定しています。

	組織
・配列
	◎内容の組織及び配列は，学習指導を有効に進められるように配慮されているか。

①教科書全体の組織や学年ごとの章の構成・配列は，学習指導を有効に進められるようになっているか。
	①学習内容をまとまりのある単元に構成し，相互の関連や生徒の発達段階を勘案して，合理的な配列にしています。
	●もくじに「算数で学んだこと」（1年），「これまでに学んだこと」（2，3年）を示すことで，生徒が学習内容の系統性を知り，相互の関連を意識しながら学べるようにしています。

●1年「5章 平面図形」では，小学校で学習した「対称な図形の性質」を学び直す機会を設け，その性質と関連づけて基本的な作図を学べるようにしています。また，2年の証明の学習につながる記号を使った表現を丁寧に扱うようにしています。　　　　　　　→1年P.165，175，178-183ほか

●2年「4章 図形の性質と合同」の導入では，小学校の学習をふり返りつつ，2年「1章 式の計算」の学習をふまえ，「いつも成り立つことを説明する」という章の学習のねらいに意識を向けさせるようにしています。　 　　　→2年P.98-99

	
	②発達段階に応じたスパイラル（反復）による学習や，小学校や高等学校との連携について配慮されているか。
	②小中連携や学年間の連携を図るとともに，個に応じて発展的な学習にも取り組めるようにしています。
	●各章の直前に既習事項を思い起こすための〈次の章を学ぶ前に〉を設けることで，忘却を防ぐとともに，既習事項を生かした系統的・連続的な学びを支援しています。

●〈ふりかえり〉として，関連する既習の問題を再度出題したり，横欄などに既習事項を示したりすることで，学び直しの機会を設けています。特に1年では小中の連携を重視し，算数の内容を適宜ふり返ることができるようにしています。

→1年P.33，140，204／ 2年P.16，50／ 3年P.38

●1年巻末に〈算数をふりかえろう〉を設け，関連する本文（小節）には掲載ページを示すことで，算数の内容を必要に応じてふり返ることができるようにしています。

→1年P.36，68-69，P.248-255ほか

●個に応じて発展的な学習に取り組むことができるようにしています。
 　 →1年P.223／ 2年P.195／ 3年P.177ほか

	
	③二学期制に対する配慮がされているか。
	③三学期制，二学期制のいずれにも柔軟に対応できる構成としています。
	●章末の〈深める数学〉，〈生活への利用〉は，省略したり，後から扱ったりすることも可能な内容なので，これらを扱う時期によって弾力的な指導計画を立てることができます。

●章末の〈数学マイトライ〉は，学期末の余剰時間などに適宜指導することができます。

	絵図や写真
	◎挿絵や図，写真などが効果的に使用されているか。

①挿絵などが適切に使用されているか。
	①イラストや吹き出しなどで効果的な学習支援をしています。
	●キャラクター「マテマ」の吹き出しにより，生徒の学習を支援しています。特にまちがえやすい問題には「誤答に注意！」という看板を持ったマテマが注意喚起をしています。

→1年P.102，147／ 2年P.51／ 3年P.197ほか

●中学生のキャラクターが，自分の考えを説明したり，話し合ったりする場面を見せることで，言語活動の充実が図れるようにしています。

→1年P.50-51／ 2年P.22，109／ 3年P.49，196ほか

	
	②図や表が効果的に使用されているか。
	②理解を助ける図や表で，学習効果を高めています。
	●1次関数の表，式，グラフの関係が視覚的にとらえられるようにしています。　　　　　　　　　　　　　→2年P.71

●数量の関係をとらえたり，証明のしくみを理解したりする手段として，図や表を効果的に使用しています。

　→1年P.110／ 2年P.124，127／ 3年P.214ほか

	
	③写真が効果的に使用されているか。
	③身近な具体物や活動する生徒のようすを写真で効果的に見せています。
	●具体物などの写真を見せることで，数学に対する親近感を持たせ，学習意欲を高められるようにしています。

　→1-3年 表紙，1年P.19，192／ 3年P.202-203ほか

●活動をする中学生の写真を見せることで，そのイメージをつかめるようにしています。　→1年P.198／ 2年P.172ほか

	印刷
・造本
	◎紙面は見やすく，印刷は鮮明であるか。

①紙面の構成は，見やすく親しみやすいように工夫されているか。
	①文字の大きさや書体，行間隔，1行の文字数は，読みやすいように配慮しています。
	●文字の大きさや書体，行間隔，1行の文字数などは，中学生の発達段階を考慮して読みやすいように配慮しています。

●本文（小節）では，学習のめあてを示す「★」マークの一文や〈例〉のタイトルによって学習内容のまとまりや区切りが明確になるようなデザインにしています。また，紙面に適度な余白を設け，圧迫感を与えないようにしています。

	
	②文字，図版，写真などが鮮明に印刷されているか。
	②印刷は鮮明で，学習効果を高めるための視覚的な工夫もしています。
	●色彩については，全般には目に優しい中間色を基調にしつつ，カラー刷による学習効果の向上をめざし，めりはりのある色遣いとしています。

●写真などを鮮明に見せたい見返しと，かきこみをさせる見返しとでは，目的にあった異なる紙を使用しています。

	
	③紙質や製本は長期間の使用に耐えるようにできているか。
	③製本は，長期間の使用にも耐える堅牢な造りにしています。
	●表紙は，耐水性や堅牢性を考慮して表面加工を施し，堅牢性に配慮した造りにしています。

●本文には，丈夫でかきこみがしやすく，適度な光の反射で目への負担の少ない紙を使用しています。

●紙面を広く活用できるあじろ綴じ製本を採用しています。

	
	④環境や健康に対して配慮されているか。
	④植物油インキと再生紙を使用しています。
	●従来の印刷に比べ人体への影響が少ない植物油インキを使用しています。また，表紙には，従来よりも工夫された表面加工を施すなど，化学物質に敏感な生徒に少しでもやさしいものに仕上げるような配慮をしています。

●資源保護に配慮し，再生紙を使用しています。

	
	⑤色覚特性などへの配慮がなされているか。
	⑤特別支援教育・カラーユニバーサルデザインに関する専門家の校閲を受け，だれもが学びやすく使いやすいように配慮しています。
	●写真やイラストは視認性の高いものを使用しています。

→1年P.168／ 2年P.36-37／ 3年P.105ほか

●色覚の特性に配慮した見やすい色を使用するとともに，色だけで情報を伝えないように，線の種類を変えたり，文字や形などの情報を付加したりしています。

→1年P.249の図／ 2年P.120の図，174のQの図ほか
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